
豊中商⼯会議所

令和２年度大阪府小規模事業経営支援事業地域活性化事業
事業承継できる会社を目指す中小企業のための経営力向上支援事業

お申し込み書は裏面です！今すぐＦＡＸ！

※上記会場において、新型コロナウイルス感染症予防対策を十分に実施した上での開催を想定しておりますが、講座当日

の状況によりオンラインのみの開催に切り替わる可能性がございます。また、マスク着用がない場合、受付時に３７．５℃以

上の発熱がある場合、検温にご協力いただけない場合は、受講をお断りすることがございますので予めご了承願います。

テレビや新聞などのメディアを通じて、自社のこと、自社の取

り組みを知っていただく「プレスリリース」の手法や意義につい
て改めて学ぶとともに、with/afterコロナの時代のプレスリリー
スの進め方について学んでいただきます。また、現役テレビ業界
関係者とのトークセッションもお届けします！
（※オンラインでの参加の方はトークセッションを視聴いただけません）

【カリキュラム】
・「プレスリリース」とはなにか？
・「取材したい」と思わせるプレスリリースレターとは？
・プレスリリースを行う時の注意点
・現役テレビ業界関係者とのトークセッション
・事業承継ヒアリングシート
【講 師】広報ジャーナリスト協会 代表 福満 ヒロユキ 氏
【ゲスト】株式会社福島放送 大阪支社長 鎌田 真寿 氏（トークセッション）

■日時：２０２０年１０月６日、１３日、２０日（いずれも火）

各日 １４：００～１７：００
■会場：豊中商工会議所 大会議室 （豊中市岡町北1-1-2（阪急岡町駅前））

■参加費：会員 1,000円、一般 5,000円（いずれも税込） オンライン（Zoom） 無料（※）
※「会員」は、主催・共催団体の会員を指します。

※オンラインでの参加の方はレジュメは配布いたしません。また、トークセッションは視聴いただけません。

■主催：豊中商工会議所

■共催：箕面商工会議所・能勢町商工会・豊能町商工会

■協力：大阪府事業承継ネットワーク

■定員：２０名（先着順）

プレスリリース実践塾

「ええもんつくってるのに新聞にも
テレビにもラジオにも取り上げても
らえん…」とお悩みの方にお勧め！



セミナー「プレスリリース実践塾（10/６,１３,２０）」お申込み

豊中商工会議所 仲村 行 ＦＡＸ ０６－６８５７－０４７４

【お問合せ】豊中商工会議所 担当：仲村 ℡０６－６８４５－８００４

※ご記入いただいた個人情報は、受講者名簿の作成、出欠確認、及び主催・共催商工会議所・商工会・大阪府商工労働部からの各種

連絡・ 情報提供のために利用させていただきます。

【会場・アクセス】
豊中商工会議所（阪急岡町駅西出口徒歩スグ）

〒561-0884 豊中市岡町北１－１－２
ＴＥＬ ０６－６８４５－８００４
ＦＡＸ ０６－６８５７－０４７４
E-Mail seminar@ooaana.or.jp（ｾﾐﾅｰ連絡専用）
ＵＲＬ http://www.ooaana.or.jp/

※左地図表記の駐車場は全て民間有料駐車場（100円～200円／20分）です。ご注意ください。

【講師プロフィール】

福満 ヒロユキ（ふくみつ ひろゆき）
広報ジャーナリスト協会 代表、広報ジャーナリスト・プレスリリースアドバイザー

企業の露出度アップや販路開拓、販促活動を支援する「広報ジャーナリスト協
会」代表。

広報プラン作成や広報室の立ち上げなど、多種多様な業界の広報に関する相談
を受けている。新聞への掲載・TV番組での報道の成功確率は93.7%と日本でも有
数。

著書である「メディアを動かすプレスリリースはこうつくる！」（同文館出
版）は紀伊國屋オンラインショップで売上げNo.1ベストセラーを獲得。現在6度
目の重版。全国でセミナー、企業研修の講師としても活躍中。

企業ストーリーを「演劇化して広報戦略に組み込む」という独自の手法を持つ。
留学及び海外でのビジネス経験があるため、英語でのコミュニケーションを活
用した海外向けプロモーションも行う。
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豊中 箕面 豊能町 能勢町 所属なし

【ゲストプロフィール】

鎌田 真寿（かまた まさとし）
株式会社福島放送 大阪支社長

1988年福島放送（KFB）入社。情報番組プロデューサー、報道記者、営業などを

経験。番組プロデューサーとして夕方ワイドや土曜朝の情報番組を立ち上げる。
自身が手掛けたラーメン特番では毎回視聴率２０％超えを記録。現在は大阪支
社長。名古屋以西を担当エリアとしたコマーシャルの営業やタイアップ案件を
担当している。2007年～2013年まで豊中市在住。「ラーメン」と「旅」と「ア

イドル」をこよなく愛する５４歳。尊敬する人は萩本欽一。

（レジュメ・トークセッションなし）


